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高
速
道
路
の
無
料
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
本
と
同
様
に
商
工
業
が
高
度
に
発
展
し
、
国
土
に
幅
広
く
産
業
が
分
散
し
て
い
る
た
め
高
速
道
路
の
需
要
の
多
い
先
進
諸

国
に
お
い
て
は
、
高
速
道
路
無
料
制
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
原
則
と
し
て
高
速
道
路
通
行
料
は
無

料
で
あ
る
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
も
、
地
域
開
発
の
観
点
か
ら
地
方
に
よ
り
無
料
制
が
導
入
さ
れ
、
有
料
制
の
区
間

に
お
い
て
も
通
行
料
は
日
本
よ
り
低
額
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
で
は
ほ
ぼ
百
％
有
料
と
な
っ
て
い
る
。

高
速
道
路
を
無
料
化
す
る
こ
と
で
、
通
勤
圏
、
生
活
圏
が
拡
大
し
、
都
市
計
画
に
お
い
て
も
住
宅
地
整
備
の
選
択
肢
が
広
が

る
な
ど
利
便
性
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
浸
透
す
る
。

ま
た
、
産
業
の
誘
致
、
雇
用
の
拡
大
、
農
産
物
の
輸
送
時
間
と
コ
ス
ト
の
低
減
な
ど
を
含
め
て
、
地
方
経
済
も
活
性
化
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一



一

仮
に
国
内
の
全
高
速
道
路
を
無
料
化
し
た
場
合
の
経
済
効
果
の
試
算
を
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

二

一
で
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
試
算
結
果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

全
国
に
設
置
さ
れ
て
い
る
約
千
三
百
箇
所
の
料
金
所
の
運
営
維
持
費
の
平
均
は
年
約
一
億
円
と
い
う
回
答
を
得
て
い
る

が
、
料
金
所
の
数
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

例
え
ば
、
台
湾
の
主
要
都
市
を
結
ぶ
高
速
道
路
（
中
山
高
速
公
路
）
で
は
、
出
入
口
に
料
金
所
は
な
く
本
線
上
に
約
四
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
一
箇
所
の
割
合
で
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

四

一
九
五
六
年
に
道
路
整
備
特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
、
同
法
で
は
建
設
費
の
償
還
が
完
了
す
れ
ば
高
速
道
路
は
無
料
開
放

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
一
九
七
二
年
に
田
中
角
栄
内
閣
に
よ
り
、
徴
収
し
た
料
金
を
プ
ー
ル
し
、
本
来
は
無
料
に
な
る
は
ず
の
黒
字
路

線
の
通
行
料
金
か
ら
得
た
利
益
を
、
赤
字
路
線
を
建
設
す
る
費
用
に
あ
て
る
「
料
金
プ
ー
ル
制
度
」
が
導
入
さ
れ
、
さ
ら
に

小
泉
内
閣
に
お
い
て
道
路
公
団
民
営
化
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
以
後
四
十
五
年
間
は
有
料
制
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
こ
の
償
還
年
数
を
繰
り
上
げ
る
こ
と
は
可
能
か
。

五

有
料
制
の
下
で
通
行
料
金
全
国
一
律
定
額
制
（
例
え
ば
、
毎
年
一
定
額
千
円
を
徴
収
し
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
で
特
定
し

二



て
無
料
通
行
さ
せ
る
）
の
導
入
に
つ
き
、
い
か
に
考
え
る
か
。

ま
た
、
導
入
の
可
否
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


